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このたびは本品をお買いあげいたださ 
まことにありがとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してくだをい。 

この r 取扱説明劃は、保証書と共に 
大切に保管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された場合は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 
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自然通気お 
開放式石油ストーブ 

曰本工業規格品 


ち< じ 


♦安全のために必ずお守り < ださい- 

♦使用する場所 . 

♦各部のなまえ . 

♦使用前の準備 

ス I ブを取り出す . 

燃料 . 

給油のしかた . 

点火前の準備と確認 . 


♦使いかた 

点火のしかた . 

炎の調節のしかた……’ 

消火のしかた . 

でるでるおの使いかた’ 
対護自動消火装置 • 


9〜1日 


♦点検*手入れ . 

•故障-異常の見分けかたと処置方法- 

♦部品交換のしかた . 

•巧营(長期間使用しない場合) . 

•廃棄ずるとを . 

•仕様 . 

•アフターサービス . 
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裏表紙 

裏表紙 
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ガソリン使用禁止 
使用燃料：灯油 
KEROSENE ONLY 
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換気必要 

1時間に1〜2回 

f 巧 るとま消 义 I 
[給 ITi 疋义\ 

A ミ主意 

を資した持ち越し巧;‘由 

使巧厳禁 


X06-1 
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お使いになる前に 


使いかた 


お手入れ 































安全のために必ずお守りください 


•お使いになる人や他の人へのを害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、必ずお守りいただくことを 
説明しています。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 


A 危険 (DANGER) 

この表おを無視して、誤った取掀いをすると、人が死じ、重傷を負ラ危険、ま 
たは火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容をおしています。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t , 重傷を負ラ可能性、 
または乂災の可能せび想定される内容を示していまず。 

A 注意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的 
損害の発ちび想定される内容を示しています。 


♦お守0いただく內容を’、次の絵表示で区分しています。 


0 ®®® 

この絵表示は、「禁止」さ 
れている内容でず。 

w^m 

この絵表示は、「注意 j し 
ていただ < 内容です。 

0 © 

この絵表示は、必ずして 
いただ<「指示」內容です。 

♦説明で中の r お願しリ事項は、本機を誤りなく正しく使巧して 
いただ<ための巧容び記載されています。 


A を険 （ DANGER ) 


★ガソリン使用禁止 


ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使巧しないでください。 
か置の混入でち、火災の原因にな0ます。 



ガソリン禁止 


A 警告 （ WARNING ) 


★換気必要 

•換気せずに使用しつづけないでくだごい。 

酸素び不足すると、不売全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあ D ます。 
•使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 
(窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない場所では、使用しないでください。 



爲 


換気 


★スプレー巧厳禁 


スプレー’吿やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や周囲に巧置しないでください。 
熱で生の圧力び上がり、爆発し、を険です。 



0 


禁止 


★カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃无やすいをののそばなどでは使用しないで<ださい。 
ストーブの周囲に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、火災の原因にな D ます。 



0 


禁止 


★巧類の乾燥厳禁 


巧類などの乾燥には使用しないで<ださい。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、火災の原因になります。 



0 


禁止 


女寝るとを消乂 


寝るときやが出するとさは、必ず火が消えていることを確認してくだごい。 
予想しない事故び発生するおそれびあります。 



〇 


★給油時消火 


給油は、必ず消乂し、ストーブの湿度び充分に下びってか5おこなってください。 
火災の原因になります。 



〇 


消乂 


女可燃性ガス使用厳禁 


ストーブを使用している部屋で、巧燃巧ガスび発生するちの(ガソリン、ベンジン、シンナ ー) や、 
スプレーを使用しないで < ださい。 

火災や故障の原因になります。 



0 


使巧禁止 


★やかんのせ禁止 


やかんやなべなどをのせないで < ださし、。 

振動や接軸によって、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれがあります。 



0 


禁止 





















故障、破損したら使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでくだごい。 
不完全な修理や改造は危険です。 


分解禁止 


★分解修理•改造の禁止 


★純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ずトヨストーブ純正部品(指定された部品)を使用して<ださい。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なラばかりでなく、故障や予想でをない事故び発 
生するおそれびあります。 


〇 


I ★ふく射熱に長時間あた5ない 

ストーブの間近でふく射熱に長時間あたりつづけると、あ温やけどや脱水症巧になるおそれびあ 
D ます。 

とくに、细いお子様やお年寄り、病気や体の不目巧な方などの暖房には充分にミち意してくださし、。 

★ほこりの除去 

置台、製品内部のほこ0をとさどを除去して<ださし、。 

油タンクの下から燃焼巧空気を吸い込みますので、紙、ビニールなどを入れないよラに注意して 
<ださし、。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や火災の原因になります。_ 

★巧震自動消火装置の作動確認 

硬用開始時と、使用中は1箇月に]回じ Lh 、 巧麗自動消火装置を作動させて確実に消火すること 
を確かめて < ださい。 

確実に消义しないとさは使用しないで、すぐに修理して<ださい。 


A 

やけどな意 




★窓雲母の破れ使用禁止 

炎筒の窓雲母び破れた0、巧びあいたが態では、絶がに使用しないで<ださい。 

異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそれびあります。 

正常燃焼の確認 

燃焼中は時々炎を見て、正常臓焼していることを確かめて<ださい。 

しんび上びりすぎたり、燃焼筒びずれていると、すすや油煙が出て異常燃焼を起こして危険です。 


高温部接触禁止 

臓焼中や消火直後は、高温部、天板(上面)やガードに手などふれないよラに注意してくだごし、。 
燃焼中は必ずつり手を降ろしてください。 

やけどのおそれびあります。 


0 

用禁止 

© 


女移動•運搬ずるとさの注 意~ 

•ストープを移動させる蠕をは、必ず消火し、ストーブの温度び充分に下びってか5、つり手を 
持ち製品をつり下げて傾けないように静かに移動してください。 

つり手を斜め、横方向に倒して持ち上げると、つ0手び抜けて製品び落下して危険です。 
•修理.引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、霉池ケースか5乾霉池をおりはずして、 
油タンクの灯油を巧いて < ださい。 

運搬の途中で灯油びこぼれて、周囲をミちすおそれびあります。_ 

★異常時使用禁止 

におい、すすの発生、巧の状態など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 

緊急の場合でをあじてずに、しんを下げて消乂してください。 


巧 


顿 



★変質；0油禁止 

蜜質灯油(持ち越した好油など)、不純巧油け了油が外の油-水-ごみび湿入した好ミ由など)を梗用 
しないで < ださし、。 

異常燃焼やお障（しんび下びらない、点乂できない、火び消えない)の原巧になります。 

女燃焼中移動禁止 

火のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびあります。また、転倒すると乂災になるおそれびあ0ます。 


0 


★居室の給油禁止 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってください。 
乂災のおそれびあります。 


0 


A ま意 （ CAUTION) 









安全のためにぶ、ずお守りください 


A 注意 （ CAUTION) 


★お子様やお年畜りのご使用に注意 


お子様やお年寄0、体の不自由な方がお使いになる場合は、ストーブの取扱い、部屋の換気、高温部への接触による 
やけど、低遍やけどや脱水症がなどについて、周囲の人び充分にま意してください。 


A 

注意 


★イ呆管時にしていただくこと 


•長期間使用しないとを又はな管するときは、必ず巧油を抜いて、電池ケースか6乾電池をおりはずしてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

火がのおそれびあごます。 

• しんの手入れ(から焼きク U —ニンク)は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

火災のおそれびあじます。 



指示 


★廃棄するとを 


ストーブを廃棄処分するとをは、必ず油タンク内の巧油を巧を取り、電池ケースから乾電池を取りはずしてください£ 
(14 ベージ「保管 I 参照） 

灯油や乾電池び入つたまま廃棄するとリサイクルの際、チ想しない事故び発まするおそれびあります。 


〇 

指示 


★次の場所では使用しない 


火災やそ想でさない事故やな障の原因になります。 

( 水平でない場所、すを定な場所） 

•愼斜した攝所や振動の激しいところでは、使用しないでくだごい。 

巧裝自動消火装置び誤作動することびあります。 

•しっかりしたじょうぶな床面で使用してください。 

♦移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないでください。 

較落したり、火災になるおそれびあ0ます。 

C 暖炉などストーブが囲われる場所つ 

•曜炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしないで< . 
ださい。 

火がの原因にな0ます。 

0まこりや湿気のをい場所） 

•粉類や繊維を取扱ラ場所や温室-養鶏塌など、慶やほこ0の多い 
場所では使用しないで < ださい。 

燃焼用空気(酸熟をお入れる箇所び目づまり状態になり、異常燃 
焼を起こずおそれびあります。 

C 温室•飼育室など人のいない場所つ 


0 


使用環境の変化で、予測しない事故び発生するおそれびあります。 


(風のあたる場所、部屋の出入□、屋外） 

•風のあたる場所や匿列では使用しないでくだごい。使用垃止 
がび出て危険です。掃除機の排気びあた5な 
いよラ注意してください。 

•部屋の出入□など人の通る場所、人びぶつかったりつま 
ずく場所で使用しないでください。 

転倒して事故や乂ぷび超さるおそれびあります。 

i C 不安定な物をのせた棚などの下） 

•落下物により义災び起さるおそれびあります。 

C 直射日光のあたる場所、温度の高い場所） 

• 異常燃焼を起こすおそれびあります。 

•油タンクのな油びあふれ出て火がのおそれびあります。 
( 可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる 場所 ) 
• 爆発や火がの原因になりまず。 

( 理.美容院、クリ—ニング店などスブレ-や化学薬品を使う場所） 
•化字 藻品び ストーブの熱で変化し、器具の故障や、福食 
性ガスの発生により金属•鏡-ガラスなどを傷める原因 
とな0ます。 


★可燃物（木壁、合板、ふずまなど）との距離を離ず 


♦ストーブか5可燃物との距離は、ち図の指定な上の距離を保つよラにしてください。 
•ストープ上方の棚などとの距離は必ず1 m が上あけて<ださい。 

• 上方の棚などか6の落下物びないようにしてください。 

♦カーテンなどびストーブにふれないよラにしてください。 

•家具等からはち図の指定け上の距離をとってくだごい。 

(熱で変形や変色、自然発乂することびあ D ます。） 



〇 

距離 


お願い （ NOTICE) 


★け油の廃棄 


•灯油の廃棄処分は、灯油をお買い巧めになった販売店にご相談ください。 



使用ずる場所 


★効果的に使用するために 

•このストーブは、なるべく部屋の中央に置いていただをますと、対流効果によってお部屋の溫度 
のムラび少な<な0、効果的な暖房がでをます。 

(ただし、部屋の出入口や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないでください。） 
• お部屋の空気をヴーキュレータなどで巧流させますと、お部屋の溫度のムラびよりかなくな D 、 
効果的に暖房びでさます。 

(このときストーブには直接風びあたらないよラにしてください。） 




















































































る部のなまス 


























使用前の準備 

. « • 


ス I ブを取り出ず 


I 包装箱に表示してある「包装の内容 J をごらんになった 
I うえで、包装箱から包装ネオを取り除き、製品を傷付け 
ないよラに取り出してくださし)。 

-お願い-^ 

包装がは可燃物でずか日、がず取り除いてください。 


天板を取りはずしてくだごい。 ^ 



\シール 


) 炎筒内部の包装巧とシール、包装材にシ 
J ールで貼り付けてあるチラシを取り出し 
てください。 

包装材を取り出さずに使用されますと、 
义巧のおそれびありまず 0 

I 天板を炎筒にかぶせて< ださい。 

:置台にお付けてある止めねじをゆるめ、 
j 置台に油タンクをのせ、油タンク脚を置 
台の止め板の下に巧し这んで < ださい。 
ゆるめた止めねじで、油タンクと置台を 
確実に固定してくだごい。 

-お願い- N 

必ず置台を取り付けて使用してください。 


/ ' 一、」シ—ル 
/包装材(ダンボール） 

. 姐タンク __ 

油タンク脚 止めねじ 


止め!を/ \困お 


燃料 ___ 

勇)燃料は灯油 （ J 旧'!号な油）を必ず使用してください。 
® 変質：) a 油、不純な油は、絶紳こ使用しないでくださし、。 


A 危険 


★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に愧巧しないでください。 
か S の混入でも、义災の原因になります。 


•誤ってガソリンなどの燃料を使用したことびわかったとさは、 
あわてずにセツトつまみを「緊急消火」の方向(户）に回して消 
义してください。。 

• 変質な油(持ち越した灯油など)、不純灯油(灯油な列の油•水 
•ごみび混入した巧油など)は、絶巧に使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因になります。 

•巿版されている胁燃剤(添加剤)は使用しないでください。 
異常燃焼を起こすおそれびお0ます。 


勇)な油の保管のしかた 


•巧油は必ず义気、雨水、ごみ、高温 V 

および直射日光を避けた場所に保管 , 

してください。 

•灯油の容器は専用のきれいな容器を KT . 
使用してください。また灯油容器は 叶回诚 ^ 
必ず JIS 認定品で色つさの巧油専用 I al - 
容器を使用して < ださい。 f な 

• '灯油容器内の灯油びかないと温度変_ I _ « 

化によ0結露して水びたまることが 
あ D ます。 

• ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでください。 

•お子様の手のとどかなし佩に保管してください。 


0 


. _ 阿ミ由とは 

• 古い灯油。（ひと夏持ち越した灯;’由） 
•長期間、曰光の当たる場所や、温度の 
高い場所に保营したな油。 

•容器のみたび開けてあった0、乳白色 
の容器で保管した打油は変質しやすい。 
•変質のひどいをのは黄色味をおびた0、 
すっぱいにおいびします。 

• 変質を防ぐため灯油は型シーズンに持 
ち越さないよラにしてください。 


^い丹巧は 
、巧わないで 


0 

使用禁止 


01蠻 


ガソリン禁止 


な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指巧に使用燃料をつけて息を吹をかけまず 
(火の気のない所でおこなってください） 

〇 0油 1— X ガソ U ン 



濡れたままでず。 

良いお管 

直射曰光、雨水が当たらず、 
火気のないを暗巧へ保管 


すぐに乾いてしまいまず。 

惡い保管 

直射曰光、雨水の当たる 
ベランダなど、室かの保售 




0 


( _ 不純打油とは 

• ■打油 1 U がの油（ガソ1」ン、シンナー、天 
ぶら油、機械油、重油など）びほんのか 
しでち混入した丹油。 

• 水やごみび混入した巧油。 


0 

使用禁止 



/巧油 Ly 巧の\ 
油、水、ごみを 
K 入れないで ノ 
























































吏用前の準備 



給油のしかた 


•スト_ブを使用するとをは、とさどきミ由量計を見て、巧油びあるかどラか確認し、油量計のま十び roj の位置を示す前に給油し 
てくだごい。 


A 敢化 給油は、必ず消义して、ストーブの温度が巧分に下がってからおこなってください。 
ム_^旨口 义災の原因になりまず C 


A :そ音 縱 由は、必ず义の気のないところでおこなってください。 

ム lA /：t * 胃义がのおそれびちりまず。 


給油□ふたを開ける。 

給油口ふたを、を（〇)に回し 
てお0はずしてください。 


油量計を見なび5給油ずる。 

• 巿販の給油ポンプめ巧端を止 
まるまで軽く差し込んで、油 
量計を見なび5給油してくだ 
さし、。 

(ホースび巧けないよラに手 C 
で固定しなび5給油して< だ 4 
ごい。） 

•灯油は、油泄計の r 満 J の位坦 
まで給油してください。 

「を J の位置まで入れ過ぎます 
と、おふれ出ることびお0ま 
すので充分ま意してください。を f 
床を巧した D 、 臭気や乂災の位; 
原因になります。 


@Sit] 


-お願し、- 

I 才ート給油ボンプを固定ずる場合は、ホースを油タン 
クにクリップで固定でをないので、必ず、ホースが給 
ミ由口か5巧けないよラに手で固をしなび5使用してく 
ださい。 . 

I 才ート給油ポンプの「満星位置」の調節は、ポンプの取 
扱説明害に従っておこなって<ださい。 


給油□ふたをしっかり締める。 

•給油□みたを、ち（〇)に回し V / 

てしっかりしめてください。 

•灯ミ由容器のふたを、しっかり締> 
めておいてくだごい。 -—V / 


こぼれた巧油はよくふを取る。 

• こぼれた打油は必ずき打いにふ 
さ取って < ださい。 

盾険ですし、燃焼中に臭気を発 
生する原因にちな0ます。 


点乂前の準備と確認 


水平の確認 


水平な場所で使用してください。 

ス トーブは、必ず水平なを定した場所で使用してくだごい。 

ストーブび、傾いていないか、す安定な状態になっていないか、おず確かめてくだごい。 

ストーブを傾いた状態で使巧しますと、巧震自動消乂装置び誤作動することびあります。また、転倒 
しやす<なったり、異常燃焼の原因にな0ます。 


巧震自動消义装置のセット 


(再セットずる場合でも同じ手順でず。） 


しん調節つまみを r 燃焼」のち向へゆっくり回ず。 

•しん調節つまみを、 r 燃焼」のち向（〇)にゆっくり止まるまで回しますと、巧震目動消火装置び自 
動的にセットされます。 

•巧震自動消火装置をセットするときには、「カチカチ」と音びして、かし重くなります。 


点乂前の確認 


燃焼筒のセットを確認する。 

•点火操作をする前には、必ず、燃焼簡び正しくしん調節器にセットされているか、燃焼箇つまみを 
在ちに2〜3回動かして、スムースに動くことを確かめて<ださい。 

•ストーブの上方や周固、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してくださ 


可燃物びあると火災になるおそれびあります。 






しん調節つまみを「燃焼」の方向へゆっく 
り回ず。 

• しん調節つまみの目印を、 r 燃で るでるなのの位垣 
焼」のち向（〇)にゆっくり止 \ しん調節っまみ 
まるまで回してください。 \ のがり W / 

(しんび上びります） ::: 

•しん調節つまみの目印び飾板に|| 
書し、てある r でるでる祝①の位 I 

•しん調節つまみの目印は、回し / t ^ 
続けますと、ほぼ真上まで回り f ホ I ) こ 

ますび、手をゆっくりはなすと 
「でるでるな」①の位置まで戻り 
ます。 

。〇ぺージ I でるでる忍の使し、か 
因 参照） 


i 


扉を開けて、点火レバーを「点乂」の方向 

へ倒ず。 -- 馬 

扉を開け点火レバーを r 点义」の方 ~~ス 

向 （>) に、ゆっくり倒してくださ , 

い。（点义します） 


义が着いたことを確認し、点乂レノ く一を戻ず。 

乂び着いたことを確認した5、手- - 

を点乂レノ く一からゆつくりはなし ^ ージ 

てください。 jr , 


燃焼筒のセットを確認ずる。 〜 

点火操作後、燃焼筒つまみを左ち 屋 IL1UI IMI LIL 

に2〜3回動かし、燃焼筒び正し 

くしん調節器にセットされている If ' が 

か、しんの上にのっていないかを 

必ず確かめてくだごい。 /，矿 

扉を閉める。 / fe 焼商つまみ^ 

扉を閉めてくだごい。扉を開けたまま使用すると、風の 
影嚮をラけて異常臓焼を起こすおそれびありまず。 

-お願い- 

点义ヒーター付近から白煙び出て点义しにくいとさは、 
点火レバーをかし戻すと点义しやすくなります。点义 
ヒーターのフィラメントを、しんから！〜 1.5 圍難す 
のが一番点义しやずい位置でず。 

点乂操作をしたとき、点火ヒーターの赤熱び不充分で 
点火しにくい場合は、新しい乾電池〔単一形乾電池： 

2個〕をご購入のラえ交換して使用してください。 

(目ぺージ US 奪也を巧り巧ける」を参照） 


しん調節つまみを「燃焼」のち向へゆつく 

り回ず。 しん調節つまみ 

しん調節つまみの目印を、「燃焼」 の目 E り 

の方向（〇)にゆつく0止まるま 
で回してください。 

(しんぴ上びります） k ; 疆 J 


扉を開けて、点乂レバーを「点乂」の方向 
へ倒しマッチや市販の点乂用ライターで点 
义ずる。 

• 扉を開け点乂レノ く一を r 点义 J の III 
方向 （>) に倒してマッチ衍15販 ^ 

の点义用ライターなどを使って A 
しんに点乂してくださし、。 V / 

•たばこ用のライターで点义しな - 

いでください。 

•マッ チで点义した場合は、 マッ 
チの燃えかずを、しん付近や機 短と- レバ— 

器のに落としたり、垣台の上に 
面かないでぐださい。 

火び着いたことを確認し、-- 一 

点火レバーを戻す。 

火び着いたことを確認したら、手 
を点火レバーからゆっくりはなし 二でっ^^ 

てください。 - 

燃焼筒のセットを確認する。 

•火び着いたことを確認したら、 II II 11 II II II II II 

燃焼筒つまみを左ちに2〜3回 
動かし、燃焼筒び正しくしん調 f が 

節器にセットごれているか、し 
んの上にのっていないかを必ず ^ <緑 

確かめてください。 

•火び着いたことを確認した5、 / -- 

しん調節つまみをがしだけ（点 

义した火び消えない程度に）消火のち向に回してみて、 
引っかか0びなくスムースにしんび下げられることを 
確認してから、ちラー度しんを上げて使巧してくださ 
い。 

しん調節つまみびスムースに回らないときは、燃焼筒 
を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点乂操作を 
始めからやり直してください。 

•ライターをストーブの周囲に放置しないでください。 

扉を閉める。 

扉を閉めてくだごい。扉を開けたまま使用すると、風の 
影醬をラけて異常燃焼を起こすおそれびあります。 


-お願い- 

使い始めや、しんの巧換後、しんの手入れ（から巧をク 
リーニング）をしたとさは、給油後約巧分上待って、 
しんに巧分な油び吸い上げられてから点乂してください。 
巧分に吸い上げ6れていないが態で点火しますと、点乂 
ヒ—夕-のフィラメントをを斤ささせたり、しんを傷めます。 


•初めてお使いになるときは、点火後、機器に付着して し、 る 
ほこりや油び焼けるにおいびしますが、しばらく使用して 
いただければにおレはなくなります。 

•点火後しばら<の間は、炎び费定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」 
と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばらくする 
と炎び安定し、音びしなくなります。 


点乂のしかた 


使いかた 








をいかた 


炎の調節のしかた 


炎の調節 


•炎の調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 

• しん調節つまみを回して炎を調節するとさは、編のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の範囲で使用してくだごい。 


おの状態 


最大正常燃焼のときの炎の長さは、巧炎板から3〜4饥です。 


異 常 



正 常 
内炎板 


正 常 


異 常 


〇 

3 〜 4cm 




しんび上びり過ぞ 

(炎び大さ<なりすぎている） 

すすや一酸化炭素び 
多く発生する 


最大正常燃焼 

がび内炎板か6 
3〜4飢出る状態 


最小正常燃焼 

炎げ巧炎板から 
1抑出る状態 


しんび下がり過ざ 

_ (がび出ていない）_ 

においや一酸化炭乘び 
をく発生ずる 


麵 


@おの大きさは上図のように、正常燃焼の範囲でご使用ください。 

•点火を2分ほどで、炎び上びつてをます。しばらくすると炎び長く伸びてさます。《び勢いよく環 
状に、斜め上方に燃え上びるのびよいげ態です。 

•室内温度び上昇して炎び大をくなりすぎて、すすび出ることびありましたら、しんを下げて《を調 
節してください。 - 

•燃焼中は、時々おを見て、正常燃焼であることを確認してください S 
正常燃焼でないとをは、がの調節をして<ださい。 


乂力を弱くずる場合の注意 


• 火力を弱くした場合でを、炎び巧炎板か51饥出る巧態で使用してください。 

•あまり火力を弱くすると、においや一酸化炭素が多く発生し、しんにタールび付層します。 

しんの高さ調節（でるでる怒）について 

使用時間の経過につれて、しん調節つまみを回してしんをいつばいに上げてわ、燃焼筒やしんの劣化などで炎び大きくならない 
とさは、10ベージの r をるでるなの使いかを！ の頂を参照して、しんの島さの調節をしてください。 

•変質灯油や不純'な油を使用してしまい、しんにタールび巧着したり、水を含んでしまったときは、《び大きくならないととを 
に、しんの上下操作び重くなります。このよラなときは、14ページ dE 2しんの手入れをずるの項を参照してしんの手 
入れをしてくだごし、。 



消乂のしかた 


しん調節つまみを、「ニオイセーブ消乂位置 J まで、ゆっくりと回ず。 

しん調節つまみの目印を r 消义」の方向（<〇)へ r ニオイセーブ消义位置 J までゆっくり止まるまで 
回してください。（速く回ずとにおいび出やすくなります。） 

消乂を確認ずる。 

* においをかなくするため、4分程燃焼(炎び一部残る）して消火します。 

• しん調節つまみの目印び r ニオイセーブ消义位置」にあり、火び消えたことを必ず確認してくだ 
ごい。 


® 緊急消乂レ/ (一を押し下げる。 

緊急消火レノ く一を巧し下げて、対震自動消火装置を作動させてください。 

このとさ急速に消火さはるため、においやすすび発生することびあ0ます。 

しん調節つまみの目印び r 緊急消义位置」にあり、火び消えたことを必ず確認してください。 
•しんび下びらず消义できない場合は、しん調節つまみを回して、しんを下げてください。 
それでをしんが下が5ない場合は、义び消えるまで燃やしをつてください。 




消乂のしかた 


時間に余裕びない場合は、炎筒の巧ひらコップ2杯 (4 日 Om 《程啟の水をかけて消火してくだごい。 


水をかけると水蒸気が出たり、炎筒のホー□—び欠けることびあります。あわててヤケドをしないよ 
ラに、手袋をはめるか、手にタオルを卷くなどしてからおこなってください。また、あとで油タンク 
内の水の入った巧油を抜き、しん交換び必要です。 


しんが下び5ない原因は、しんにタールびたまつていた0、水を含んでいることびありまずので、14ぺージ 
2しんの手入れをずるを参照して、しんの手入れをおこなうか、新ししんんに巧換してください。 


巧筒の巧 



消乂後再点乂ずるとさの注意 


消火後、約5分間は再点乂しないでくだごい。燃焼筒びをえないラちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気びでたり、 
点火しないことびあります。 


でるでる志の使いかた 

しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてち、燃焼筒の酸化、しんのち化などで炎び大きくならないときは、でるでるつ 
まみを操作して、しんの高さの調節をしてください。 

( -お願い-- 

•購入して初めてお使いになるとさや、新しいしんに交換したとさなど、炎び充分に出ているとさに、でるでるつまみを② 
や③へはめ替えると炎び大きくなりすぎ、すすび発生します。 

がび大さくな6ない時凹外は、でるでるつまみを①で使用して<ださい。 

•不良口油や変質巧油を使用して、しんに水やタールび付着したときはでるでるつまみを操作してち効果びない場合びあり 
ます。その場合は14ベージ nn 2しんの手入れをずるの頃を参照してしんの手入れをおこなってくだごい。そ〇で 
ち)良くならない場合は、巧しいしんに交換して<ださい。 


緊急消火レバーを}甲し下げる。 

巧霞自動消义装置を作動ごせて < ださい。 

巧霞自動消火装置を作動ごだてしんを完全に下げた状態にしないと、でるでる 
つまみをはめ替えることびでさません。 

しん調節つまみを引を巧く。 

でるでるつまみを引つ張り、でるでるつまみの③または⑤巧の巧のいずれかを、 
固をピンの凸部にはめ碧える。 

①から③の巧へ、⑤から③の巧へはめ替えることにより、しんの高さはそれぞ 
れ約2 mm 高くなり、炎び大さくな0ます。 

逆に、炎をルごくする場合には、⑤を②に、⑤を①にはめ替えます。 






急消义 レバー 

固定ビンがのの 
位因にあること 


/ しん調節つまみ 


でるでるつまみのだ[置 

① 

② 

③ 

しんの高さ 

約7 mm 

約9 mm 

約'!'1 am 


___ しんの高さ I _ 約7晒 _約9 nun —約 。 mm — ' わ^ • \ | ■ 

3 しん調節つまみを取り付ける。 でるでるつまみ\ I [:旨 J I 

でるでるつまみを①から③または③にはめ替えまずと、点火の際しん調節つまみを回したとき、しん / r -^ 
調節つまみの目印の止まる位置び、飾板に書いてある r でるでるな」の⑤または⑤位置にかわります。 グ V / [^ 


巧震自動消乂装置 

•巧度自動消火装賈は、ストーブ本体が地酉(恶度約日 W 上)や強い振動、衝擊を受けたとを、火災などの危険を防ぐために自動 
のに消义させる巧全装置でず。 

•地展によつて作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、油びこぼれていないかなど異常がな 
いことを確認した後、巧点乂してください。 


巧震自動消乂装置の取扱い上のま意 ] 


•通常の使用時には、しん調節つまみを回して消火してください。消义の際に巧震自動消火装置を作動させますと、においが発 
生します。 

•ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するとさなどは、しん謂節つまみで消火した被、緊急消火レバーを巧し下げて対 
震自動消火装置を作動さは、しんを完全に下げてか6おこなってください。 

•ストーブを長い間使巧しないとさは、巧震自動消义装置を作動させ、しんを売全に下げたが態にしておいてください。セット 
したまま放置しますと、巧震自動消火装置の寿命に悪影響をあたえます。 

• & さこぼれやすい牛乳.絹物の煮たさ(保温）に、ストーブを絶対に使用しないで < ださい。 

•しんに夕ールび付着して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下操作び重くなり、巧震自動消火装置び作動しても 
消火性能び善し < 悪< なり、义災の原因にな0ます。 - 























■消火操作をしてち、しんげ下がらず、消乂しない。 

* しん上下の操作び重<、スムースにでさない。 

♦点火操作をしてち、点火しない。あるいは、点乂し 
にくし、。 

♦炎び大をくな5なかったり、燃焼中ににおいびする。 


しんにタールが付着していると、次のよラな不具合び 
発生しまず。 


•ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除さ、 
をれいに掃除して < ださし、。 


•夕ールび付着している場合は、14ベージ鬥累置] 2し 
んの手入れをずるにがって、しんの手入れをおこな 
ってください。 

•しんの手入れをおこなってち効果のない場合は、新 
しいしんに交換してください。 


■燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着していま 
だんか。 

[異萬燃焼の原因にな0ます] 


燃焼筒 

しん •しんの先端にタールび付着して、固くなっていません 

か。 


乾電地 •点乂ヒーターのフィラメントは充分にホくなっていま 

すか。 

[乾電池の電圧(消耗)点検] 


•赤熱不足の場合は、6ぺージ I 乾堪池を取り付ける I 
を参照して、新しい乾電池に交換してくだごい。 


♦点火 ヒーターの フィラメントび 
変形している場合は、必ず電池 
ケースから乾電池を巧いてか5 
マッチ棒などで、図のように軽 
<修正してください。 


♦変おびひどいちのや、断線している場合は巧ぺージ 
I 点灭ヒーターの5^ のしかた1を参照して、新し 
し、点、火ヒーターに交換してください。 



* 点乂しない。あるいは、点乂しにくくありませんか。 
[点火 ヒー ターを点検] 


点 义 
ヒーター 


処 B 方法 


点巧巧容 


♦給油□ふたをはずして、巿販の給ミ由 
ポンプなどで、油タンクの中の水や 
ごみを、吸い出してください。 


♦油タンクにがやごみびたまっていませんか。 

[しん上下の操作び重くなったり、鐘や油漏れの原因に 
なります] 


♦しん調節つまみび r 緊急消乂位置 J に戻らない場合は、 
しん、感度部の項の点検をして< ださい。 

* 販売店に修理依頼をして < ださし)。 


巧お自動 

消义装理 

油タンク 


点お営所 

点な内容 

処田方法 

ス1'ーブの 
周囲 

•ストープの周囲に可燃物や障害物びあ0ませんか。 

[乂がの原因にな0ます] 

•常に整理-掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
ないでくださし)。 

油こぼれ 
油たまり 
油にじみ 

•ミ由タンク、置台の表面に、油げこぼれたり、たまった 
り、 にじんでいませんか。 

[火災の原因にな0ます] 

•こぼれたり、たまったり、にじんだミ由はされいに所 
さ取って < ださい。 

油漏れ 

•巧漏れはありませんか。 

[火災の原因になります] 

•油び焉れている場合は、ずぐに使用をやめ、お買い 
求めの販売店に修理彼頼をしてください。 

窓雲母 

•破れたり、巧びおいていませんか。 

[異常燃焼の原因にな0ます] 

■13 ぺージ1巧雪毋のな巧のしかた i を参照して.新 
しレ窓雲母に交換してくだごい。 


1箇巧に1回 ly 上 


点巧巧客 


ほこり •置台にほこりびたまっていませんか。 

燃ま用を気取 ； J • 置台の上に物び入 D こんでいませんか。 
(しんま内旨下部）[異常燃焼や火災の原因にな0ます] 


処[■方法 


屋台を取0はずし、たまったほこり、ごみなどを掃 
除機で吸い取つた0、雑ホなどでふを取ってくださ 


点検•手入れ 


f 点検•手入れのしかた ' 

1点横•手入れをおこなうときは ] 

1 •ストーブを消义し、本体の温度が巧分に下びってか6おこなってください。 

•手をけびしないように手袋をはめて、おこなってくだをい。 

•対震自動消义装置の取りはずし、が解はおこなわないでくだをい。 

•必ず乾電地を、電油ケースか！5取りはずしてか6おこなってください。 


ゆし置 
をを位 
台との 

置基 ' 
ら。 

かす一^ 

房 i 

上動階 
を作び 
んびみ ] 
し置ま詔 
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回消調と 
を新んこ 
み自し。る 
ま强、か 
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節、びま消 
調と下りに 
んるび戻実 
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• この表 iU 外の不具合びあるとさは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


11ぺージ 
<直す。 

点火ヒーターを交換する。 
置台を掃除ずる。 


を参照して正し 


置台 


点乂ヒーター 


点乂ヒーターのフィラメントの形状 
び正常でない。切れている。 


ショートしないよラに直す。 
不明の時は販売店に連絡する。 


絡している。 


点火装置びショート 


コードびはずれているとさは正し < 差し込む。 
その他は販売店に連絡する。 


点火装置のコードがはずれている。 


正し<入れ直す。 （6 ページ参照) 


正しく入れていない。 


正常な灯油に交換する。 

新しいしんと交換する。 

新しい乾電池に交換する。 （6 ページ参照) 


乾電池び消耗している。 


打油び水やごみを含んでいる。 


正常な巧油に交換する。 
新しいしんと交換する。 


'な油が変質している。（巧れた油や 
ポ U 容器で1年間持ち越した油など） 


新しし儒雲母に交換する。り3ぺージ参照) 


窓雲母の破れ、はずれ。 


しん調節器の上面のタール•ごみをおりの 
ぞく。 


しん調節器と燃焼筒との間にすき間 
びある。 


燃焼筒の下部びラまく揃っているかを確か 
める。(揃いび悪い場合は販売店に連絡ずる。) 


燃焼筒の変形。 


点火してから必ず燃焼筒つまみを持ってを 
ちに2〜3回動かす。 


燃焼筒びしんの上にのっている。 


しんの手入れをする。 （14 ページ参照)また 
は、新しいしんと効契する。 

油タンク内の'な油を正常な灯油に交換する。 


しんにタールがついている。 


新しいしんと交換する。 

油タンクの水を抜き、きれいな巧油ですす 
ぎ洗いする。 


油タンク内に水が入ってし、る。 
しんび水を含んでいる。 


しんの高さを調節する。 （10 ページ参照) 
新しいしんと交換する。 


しんの出び少ない。 


しんを下げて、おを調節する。 


しんの出過ぎ。 


故障 • 異常の見分け方と処置方法 修理を依頼される前に一 


定唯卓横夕おずずめ（ 2 シーズンに1回） 

長期間使用されますと、機器の点検び必要です。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、または、修理資格看[(財） 
曰本石油燃'焼機器保守協会 ( TEL .03-3499-2928) でおこなラ巧術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など]のいる 
店などに点検依頼されることをおすすゆします。 


♦点火装置に巧着したごみやほこりは、防請賴滑剤 （CR 
C 等）をかけてから、されいな巧でふを取ってくださし、。 
♦13 ページ r ち火ヒーターの交換のしかた 1を参照して、 
本体を取りはずしてから手入れをしてください。 

♦鏡びをいをのや、巧れび取れず作動び悪い場合は、お買 
い求めの販売店に修理を依頼してくだごい。 

•13 ベージ I 点义ヒーターの交換のしかた I を参照して取 
0付けなおしてください。 


♦ 点火装霞の作動はスムースですか。 
[点义不良の原因になります] 


• しん案内筒上板の閉ま0は隙間な<確実ですか。 
[異常燃焼の原因にな D ます] 


点义装置 


処屋方法 


_ 点巧内容 

感麗部 • 感震部にごみの付着や謂はあ 

りませんか。 

[対震自動消火装置び正しく作- 

動しません] 


•ごみやほこりは、やわ5かい布できれいにふきおってく 
ださレ。 

•錯びを量に発生している場合は、お買い求めの販売店に 
修理を依頼してください。 


点巧箇所 


点巧巧容 


処苗方ミ去 


点検箇所 


点検•手入れのしかた 


点火装置 


燃焼筒.炎筒 


乾巧池の消§激しい 


火の回〇び遅レ 


しん上下の保作び重い 


《びかたよる 


や、ずずび化て燃える 


い.勞て ： W 


しんび下びらない 

























































部品交換のとをのま意 


•ご自分で部品交換される場をは、下記の項目を巧り、やけど、けびなどしないようを意しておこなってください。 

①手をやけどしないように、ストーブは消火し、温度び巧分下びるまで待ってください。 

③乾電池は必ず電池ケースか6はずしてください。 

感手をけびしないよラに、手袋をはめてくださし、。 

•不完をな修理は危険です。お買いボめの販売店か、（お)曰本石油燃焼機器保守協会でおこなう技術管理講習会惶了者（石油機 
器技術管理±)などのいる販売店で修埋を依頼されることをおずずめします。 


しんの交換のしかた 


トヨストーブ純正適合しん 

とョ耐熱しん第124種]商品コード:12012907 

しんの交換方法-ま意内容は、トヨ耐规しんに添付されている取扱説明 
書をお読みください。 



J 旧適合検査合格品はこのマークび貼っ 
てあります。マークの色彩は、白地にホ 
インクで表示されています。 


窓雲母の交換のしかた（ビニ-ルなどの可燃性のものは絶础こ使わなし、でくださし、。） 



窓豐母 ] 商品コード:12014902 I II LWUMj - 

窓雲母び巧れたり、破損した場合は、が筒に付いている r 固定わく J を止めているねじ 2 本を取り IjiLr r L 
はずし、固定 じくを 取りはずしてください。新しい r 窓 雲母の 切り欠さ J と r 固定わくの巧」 を 合わ J 
せてから、お筒にねじで固をしてください。 ^でロロ I 


燃焼筒の交換のしかた 

「燃焼筒 r 商品コ—ド:120129 06] •燃焼筒の構成部品び、変おしていたり、燃焼罔の下部びうまく揃っていない場合は7^ 
_ 質いまめの販売店、または別 紙の I お 客様相談 お己までお問い合わせください。 

乾電池の交換のしかた 

• 目ぺージ を取り巧ける1 をを照して、必ず2個とも市おの新しい乾里池逆一お乾里池]に交換してください。 

•取りはずしたちい乾電池は、表示してある使用推奨期限巧は、笔池能力び残っていれば他の製品に使用でをますので、泻利用 
されることをおすすめします。 


点乂ヒーターの交換のしかた 


点化—夕—商品〕-ド:端思巧 


• 点火ヒーターの交換をするときは必ず、乾覃ミ也を涅池ケースからおりはずしてください。 
乾電池を入れたままおこないますと、やけどをすることがあ0ます。 


油タンク側面の電 巧が.ヶ _• 
池ケースを半分程 
まっすぐ持ち上げ 
て取りはずし、乾 
電池を取り出して 一； 

ください。 グ 

r 緊急ミ肖乂レバー」を巧し下 
げて、巧護自動消火装置を 
作動させてください。 


体と油タンクの接合部の体 
止めねじ3本をおりはずし 
て < ださい。 

が筒をゆっくりと持ち上げ 
て、炎筒と燃焼筒を取りは 
ずしてくだごい。 




J 自色コ-ド 



随コニトソ 


||〇 





當ちめ 


しん案内筒上板を止めている、 
スナップピンを抜をお0、し 
ん案内筒上板を正面ぶ0押し 
上げ、上方に巧きおってくだ 
ごい。 

点火レバーを片手で r 点义」の 
ち向 （>) に半分程倒して、も 
ラー 方の手で ヒーター ホルダ 
一を上ちよりつまんでくださ 
し、。 


片手でヒーターホルダ_をつまみなびら、 凸部 
点火ヒーターを巧しつけなびら回して、ヒか ぶ i 為^ / 7"^ 
—夕ーホルダーから抜き取ってください。 



片手で ヒー ターホルダーをつまみなびら新 
しい点义ヒーターの己部をヒーターホルダ 
一の溝を通すよラに入れた5、押しつけな 
び5回して、点火ヒーターの凸部を、ヒー 
夕ーホルダーの凹部にはめ込んでください。 
•点义ヒーターのフィラメントに、指を独 
れて変おさだないぶラにして< ださい。 


巧す乂二= 


ヒーター 
ホルダー 






廃棄ずるとき 


本ページの I お管(長期間使用しない場合） I の 1 項を参照して、油タンク內の灼油を抜さおり、電池ケースから乾電池をおりはずし 
て廃棄して < ださい。 


一 



長期間使用しないとき交は保管ずるときは、必ずな油を抜いて、耍池ヶースか5乾空池を取り ' 

A 注意 

はずして < ださい。 

傾けたり、横倒しの：!犬態では保管しないでください。 

V 

• 

义災のおそれびあります。 

指示 J 


巧タンク内の灯油を抜を取る。 

•油タンクの給ミ由□ふたをはずし市販の給油ポンプの吸込側を油タンクに差し込んで、油タンク巧の 
な油を抜さおって < ださし、。 

•油タンクにがやごみび残ったまま保管すると、鏡や油漏れの原因になります。きれいな巧油ですす 
ざないをしてください。 


しんの手入れをずる。（か6焼をクリーニング） 

通常使用時にしんが下びらなくなったときにも巧ってください。 


( -お願い- N 

♦ しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

• しんの手入れ中はにおいびしまずので、き B 屋の換気をおこなってください。 


① 13ぺージの I 点义ヒーターの交換のしかた1 の！〜4頃を善照して本体を取りはずし、しんの先端 
び固くなっている時は、ラジオペンチなどで固い部分を軽くつぶしてからおこなってくださし、。 

② 前項 I の手順で油タンクのな油を巧さ取ってください。 

⑤ 本体を元通りに取0付けてください。 

④通常の点火操作をして、正しく燃焼させてください。 

⑥ 乂力び小さくなったら、しんを一杯に上げて自なに消火するまで燃やしきってください。 

置台を取りはずし掃除ずる。 

屋台の止めねじを取りはずし、油タンクを矢巧の方向に回して置台を取0はずし、屋台の上のほこ D 
や巧れを取0除いて < ださい。 

取りはずした 国 台は、化ず元通りに取りつけてください。 

電池ケースか5乾電池を取りはずず。 

乾單池を取りつけたまま保管すると、液漏れしてス I '■ーブを腐食させることがあります。 

巧 震 自動消义装置を作動させる。 

対麗自動消火装置を作動ごせ、しんを下げた状態にしてください。 

点検、掃除をずる。 

① りページの n 巧-手入れのしかた| の頂目にしたがって、点検、手入れ、掃除をしてください。 

② ストーブの各部品は、よく掃除して、し)たんでいるものは新しいものに交換してください。 

風ストーブの巧れは、めれた巧で面いて落とし、乾いた巧で水気を取り除いてください。 

収納ずる。 

包装箱に入れて、湿気の少ない場所に保管して<ださい。 

「取扱説日月劃やり呆訝孰も忘れずに大切に保管してください。 

f -お願い-^ 

高温を湿、直射曰巧の当たる場巧には、保管しないでくだをい。 

錯び出た0、樹脂部品びをおずる原因になりまず。 






止め均じを 
はずず 



•灯油は変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない(使いをる）よラにしてください。 

•取りはずした乾電池は、表示してある使用推奨期限巧は電池能力びのこっていれば他の製品に使用でさますので、巧利用され 
ることをおすすめします。 


しん案内筒上板 
のツメを、しん 
票内筒の切欠定 
部に善し这んで 
取0巧け、スナ 
ップピンを害し 
么んで < ださい。 



/切夕を部 I 


in 点火操作をしたときに、しん案内筒上板びスムースに動く（開 
I U 閉する）ことと、確実に閉まることをおず確かめてくだごい。 

11が筒をかぶせ、体止めねじ3本で固定して<ださい。 

II 燃焼筒と乾電池を元通り正しく取り付けてくだごい。 

燃焼筒つまみを軽く左ちに2〜3回動ひし、燃焼筒び正しくし 
ん調節器にセツトされているか、しんの上にのっていないかを 
必ず確かめてくださし、。 


保管(長期間使用しない場を) 


お手入れ•保管 



















^型式の呼び 

KS -56 C 

列お寸法 
(置台を富む） 

高さ 

556.5 mm 'N 

種 類 

自然通気形開放式石油ストーブ 

幅 

474 mm 

しん式•自然対流お 

奧行 

474 mm 

点火ち式 

電池点乂〔単一形乾電池2個 • 別売〕 

質 量 

約 12 kg 

点火 ヒーター 

商品コード11027112 

しん 

種 類 

普通筒しん 

品番1531003014 

トヨ耐熱しん第124種 

使用燃料 

な油 ( J に1号） 

呼び 

寸法 

內徑 

105 mm 

最大燃料消費量 

0.546 L/h 

厚さ 

3.2 mm 

暖房出力 

5.62 kW 

吸上量 

180% 

油タンク容量 

7.0 L 

安全装置 

巧顆自動お义禁置（しん降下式） 

L 燃焼継続時間 

約13時間 




アフターサービス 


保証について 


•添付しておりまず保訝書は販壳店で所定事:頃を記入しておミ度ししまずので、記載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 
★保証期間は、お買い求めの曰より1年間でず。 

f -お願い-^ 

次のよラな原因による故障および事故につをましては、保班の対象とな0ませんのでま意して<ださい。 

(1) 変質の油や不純灯油など、また阿油が外の燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆきとどかなかったために起こった故障や事故。 

(3) 純正部品むがのをのを使用したり、しんに夕ールび付着したり、水をのったり、乾霉池の亀圧不足や、点义ヒーターの 
斷線による故障。 

(4) 消耗品(乾霉池、しん、点乂ヒーター、窓雲母)の故厚。 

(5) この取扱説明書や、本体貼付ラベル類による危険.酱告.を意.お願い事項び守られず、誤った使い方をされた場合の 
故障や事故。 

•その他詳細のな班内容については、保証書の記載内容をごちください。 


修理を依頼ずるとを 


•做障-異常の見分け方と処置ち法」（にぺージ)に従って、処置をおこなってください。 

直らないとさは、使用を中止し、必ずお買い求めの販売店に修理を依頼してください。 

• 下記の事項を連絡してください。 

①品名…石油ストーブ(自然通気形開放式石油ストーブ）⑤型式の呼び… KS -56 C 
③お買い求め年月日 ④故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑤おなまえ.おところ，電話番号 

•修理に隙しましては、保 I 正書を提示してください。保 i 正書の規定に従って、販売店び修理さはていただきます。 
•保記期間び週ざていてを、依頼により有料で修理ごせていただをます。 

♦修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 


補修用性能部品について 


♦石油ストーブの補修用せ能部品(製品の機能を維持するために必要な部品)の保有期間は製造巧切り後6年です。 


故障•修理の際の連絡先 


アフターヴービスについてご不明な点は、お買いボめの販売店、または、もよりの な相誠巧□-巧~1 (別細を昭）までお問 
い合わせください。_ 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

KS -56 C 

お買しげめ年月日 

年月日 

お買いおめ店名 

(電話番号 ）（ ） 一 

' - - ----- ノ 


株式会社 

本 社 名ち屋巿瑞穂区桃園町日番] 7号 
干467—日8已已 TEL <052)822-1 144 
FAX く0曰2>822-2742 

" Ip 与ミ§は式を社トヨトミは巧 泣な 巧の 一巧と してこのおの lisTO は再生おを使用していまず。 

S もリレブ色をか扣乂巧ま 度巧 































